
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

蘭花

ソロリティ

レクイエム

ロマネスク

15

破局

46

花園

16
日常

恋の華

花柄の栞

寂しがり屋の彼女

悲痛の声

まんなか

姉

退屈だけどあたたかくて、変わり映えしないけれど幸せな日常。そんな日々がきっといつまでも続くと信じていたのだけれど…。気がつけばこんな体で、こんな世界で…何があったのだろう。

切なく甘い恋の思い出。誰にしていた恋だったのかもわかんないけれど。あなたの中にその気持ちは確かにあって。そこをそっと撫でるだけで、あなたは切なさに身を震わせてしまうのだ。

何かの花をモチーフにした栞。廃れた世界でも、綺麗に保たれている。

とても寂しがり屋の友達がいた。 彼女は、いつも誰かと一緒にいて、1人になることをとても嫌っていた。 誰よりも、孤独を恐れていた。 だから、彼女を一人にしないように、自分が傍に居てあげないといけないと思った。

悲痛な声で自分のことが呼ばれている。 「いかないで」、「寂しい」と。 しかし、自分は振り返ることなく歩みを進めていた。

彼女とままごとをした。 「あなたは長女、あなたは次女、あなたは4女、あなたは末っ子。」 「私は真ん中の3女ね。」 「どうしてって？だって、真ん中なら寂しくないでしょう？」 そう言って彼女は笑ったんだ。 その笑顔が、何よりも好きだった。

寂しがりな彼女には、1人の姉がいた。 あなたはその姉に好意を抱いていた。 本を読むのが好きだった彼女は、あなたに花の栞をくれたのだ。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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あなたを含む舞台上にいる姉妹全員、望む攻撃マニューバ1つを「ラピット」で使用してよい。

射撃攻撃マニューバの攻撃判定において、出目＋1してもよい。

バトルパートで射撃攻撃マニューバの攻撃判定出目-1、コスト-1(最低1)

このスキルを習得した際、レベル3改造パーツを追加で1つ獲得する。このパーツは強化値に縛られず、修復する事も可能である。
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肉弾攻撃１
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肉弾攻撃１

支援1

移動1

射撃攻撃1＋爆発、攻撃判定の出目＋1

射撃攻撃5

支援2か妨害2

たからもの

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

2。装備箇所にダメージを受けた際、あなたは任意の基本パーツ1つを追加で損傷しなくてはならない。
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妨害１
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